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市民のうとき
昭和62年11月30日現在

人口 39，907人 (+38) 

男 19，091人 (+18)

女 20，816人(+20)

世帯数 12，784世帯 (+ 7) 

面積 240.93平方キロ メートル

昭和63年1月1日 発 行 発 行 大 洲 市 役 所編集市長公室干795大洲市大洲690-1ft24-2111 
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おおず

新
春
の

昭和63年 1月1日

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
慌
た
だ
し
い
社
会
の
流
動
と
変
化
の

中
に
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

も
新
し
い
自
覚
と
決
意
の
も
と
に
、
地

域
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
民
各
位
の
一
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
わ
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
で
、
昭
和
六
十
三
年
、
竹
下
新
内

閣
の
誕
生
と
と
も
に
、
時
代
は
大
き
く

転
換
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
園
内

的
に
も
、
土
地
問
題
、
税
制
問
題
、
教

育
問
題
、
福
祉
問
題
、
産
業
構
造
問
題

な
ど
の
難
題
を
抱
え
、
ま
た
国
際
的
に

は
、
経
済
大
国
と
し
で
そ
の
国
際
社
会

で
の
責
任
が
間
わ
れ
る
厳
し
い
年
に
な

る
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の
歴
史
の

中
で
も
、
変
革
の
時
は
あ
っ
た
ご
と
で

あ
り
、
そ
の
時
々
に
必
ず
私
た
ち
は
そ

の
難
関
を
乗
り
越
え
て
新
し
い
時
代
を

創
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

思
う
に
つ
け
て
も
、
今
年
は
新
し
い
二

~~ 

'-圃.

あ

2zz
秋
十
一
世
紀
を
目
指
し
て
、
社
会
の
土
づ

f

く
り
と
新
し
い
種
子
づ
け
に
、
胆
を
据

市
官
一
え
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
意

洲

E
を
新
た
に
す
る
も
の
で
す
。

i

私
た
ち
の
大
洲
市
も
、
今
ま
で
都
市

大
近
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
街
路
や
道
路
網

の
整
備
、
公
園
整
備
、
ま
た
農
業
基
盤

整
備
、
教
育
関
係
施
設
の
整
備
充
実
な

ど
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
成
果
も
着
々
と
上
が

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
完
成
へ
の
努
力

と
同
時
に
、
社
会
基
盤
の
整
備
を
土
台

に
し
て
、
い
か
に
大
洲
の
魅
力
づ
け
を

す
る
か
と
い
う
新
し
い
局
面
を
迎
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

大
洲
に
は
、
水
と
緑
の
豊
か
な
自
然

が
あ
り
ま
す
。
農
業
生
産
性
の
高
い
田

園
が
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
歴
史
と
高
い

文
化
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
地
域
の
特

色
と
魅
力
を
創
っ
て
い
く
か
が
、
私
た

ち
に
与
え
ら
れ
た
新
し
い
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ら
を
農
村
と
都
市
と
の

交
流
の
中
で
、
ま
た
、
当
地
方
の
特
色

あ
る
地
域
と
の
広
域
的
交
流
と
連
携
の

中
で
、
ま
た
、
将
来
は
国
際
交
流
の
中

へ
ま
で
発
展
さ
せ
て
地
域
の
発
展
を
は

か
る
べ
き
で
あ
る
と
夢
を
持
っ
て
対
処

さ
つ

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
戊
(
っ
ち
の
え
)
辰
(
た

つ
)
の
年
で
す
。
戊
は
、
樹
木
が
、
う

ら
枯
れ
や
虫
く
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

茂
り
過
ぎ
て
い
る
枝
葉
を
せ
ん
定
し
て

風
通
し
ゃ
日
当
た
り
を
よ
く
す
る
年
で

あ
る
と
同
時
に
、
お
互
い
人
聞
は
辰
の

よ
う
に
、
理
想
に
向
っ
て
、
辛
抱
づ
よ

く
慎
重
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
抵
抗
や
妨
害

と
闘
い
な
が
ら
歩
を
進
め
で
い
く
年
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
年
ま
わ
り
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う

に
お
互
い
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
あ
っ

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議議議議題

大洲市議会議長

小泉紘文

市
民
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
本
年
も
四
万
市
民

に
と
っ
て
、
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
皆
様
方
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
常
日
ご
ろ
、

市
政
進
展
の
た
め
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
衷

心
よ
り
厚
く
わ
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

相
次
ぐ
円
高
は
、
市
内
企
業
に
も
深

刻
な
影
響
を
与
え
る
な
ど
、
諸
情
勢
も

非
常
に
厳
し
い
環
境
の
う
ち
に
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。

ま
た
本
年
は
、
瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
、

四
国
新
時
代
の
幕
あ
け
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。厳

し
い
環
境
下
に
あ
つ
で
も
、
市
勢

の
伸
展
を
図
る
た
め
に
は
、
全
市
民
の

信
頼
と
協
調
の
も
と
に
、
議
会
と
行
政

が
一
致
協
力
し
、
国
・
県
と
の
よ
り
一

層
良
好
・
密
接
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
、

国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
あ
る
い
は

四
国
新
時
代
に
対
応
す
る
諸
施
策
を
強

力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幸
い
、
本
年
は
、
積
年
の
努
力
が
実

を
結
び
、
道
路
網
の
整
備
を
初
め
、
家

族
旅
行
村
、
総
合
体
育
館
の
建
設
な
ど
、

大
幅
な
事
業
の
推
進
が
見
ら
れ
ま
す
こ

と
は
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
交
通
体
系
の
整
備
を
初
め

諸
施
設
の
整
備
に
よ
る
都
市
機
能
の
充

実
、
高
付
加
価
値
農
業
の
充
実
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
や
多
様
な
一

・
五
次
産
業
の
振
興
、
観
光
の
振
興
等

々
、
大
洲
市
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め

に
、
市
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
わ
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

今
年
は
震
年

--辰
は
、
十
二
支
の
第
五
番
、
ま
た

十
二
支
の
中
で
唯
一
の
空
想
の
動
物

で
す
。大

洲
市
に
は
、
肱
川
流
域
一
番
の

景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
大
洲
市
指

定
の
名
勝
と
な
っ
て
い
る

H

臥
竜
山

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
臥
竜
は
、
数
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
臥
竜
山
荘
や
蓬
莱
山
、

臥
竜
ヶ
測
な
ど
水
郷
大
洲
を
代
表
す

る
景
観
で
す
。

臥
竜
ヶ
淵
は
、
水
深
が
十
日
以
上

あ
り
、
竜
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
志
保
町
に
き
れ
い
な
娘
が
い

て
、
そ
の
恋
人
は
非
常
な
美
男
子
だ

が
素
性
が
分
か
ら
な
い
。
娘
の
父
親

が
、
あ
る
日
あ
と
を
つ
け
る
と
、
男

は
肱
川
に
と
び
こ
み
、
驚
い
た
父
親

が
水
中
を
見
る
と
金
色
の
竜
が
水
底

に
沈
む
の
が
見
え
た
そ
う
で
す
。
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「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
農
林
業
の
情
報
化
、
近
代

化
を
図
ろ
う
」
と
十
一
月
十
目
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
、
東
宇
和
郡

の
八
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
肱
川
流
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構

想
事
業
化
推
進
協
議
会
(
会
長
・
近
田
宣
秋
大
洲
市
長
)
は
、

大
洲
市
民
会
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
流
域
の
農
林
業
者

ら
八
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

n
u
p勺

一
ア
|
マ
は

H

肱
川
流
域
の
明
日
を
拓
く
グ
リ
ー
ン
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
引
4

で
、
参
加
者
は
、
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

大
洲
市
を
含
む
肱
川
流
域
の
八
市
町

村
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
農
林
水
産
省

か
ら
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
の
指
定
を
受
け
、

昭
和
六
十
二
年
八
月
に
は
、
肱
川
流
域

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
事
業
化
推
進
協

議
会
を
設
立
す
る
な
ど
事
業
化
へ
の
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
聞
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

農
山
村
地
帯
の
情
報
化
と
は
ど
う
い
う

ミ

パ

v

い
時

も
の
か
、
ど
う
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の

か
を
語
り
合
い
、
今
後
の
事
業
推
進
の

上
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
記

念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
機
器
の
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
近
田
会
長
が
主
催
者
を

代
表
し
、
「
現
在
、
情
報
化
の
時
代
を

迎
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
新

し
い
体
制
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
。

生
産
技
術
、
経
営
体
質
、
流
通
の
あ
り

方
な
ど
す
べ
て
を
愛
品
に
考
え
、
新

し
い
時
代
に
適
応
す
る
近
代
的
な
農
林

業
を
創
り
上
げ
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

引
き
続
き

N
T
T
高
度
通
信
サ
ー
ビ

ス
事
業
本
部
、
画
像
・
電
信
事
業
部

長
矢
嶋
田
男
氏
が
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

と
地
域
開
発
に
つ
い
て
」
を
テ
l
マ
に

記
念
講
演
。

「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
技
術
革

新
が
先
に
立
つ
の
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
生
活
や
仕
事
に
何
が
必
要
な
の
か
、

肱
川
流
域
の
み
な
さ
ん
が
は
握
し
で
わ

く
こ
と
亦
必
要
。
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
達

ンヨシリノ

J

力スイ-
7
 

hν ネ

w
V
J

た

獄
聾
綬
団

関

鱒

織

力

iii議
J

日
見

h

I

思

マ

な

払いん

成
の
た
め
に
は
、
地
域
の
み
ん
な
が
同

じ
目
的
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
か
な
け

れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
愛
媛
大
学
電
子
工
学

科
教
授
・
田
崎
三
郎
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
l
に
、
佐
藤
晃
一
氏
(
愛
媛
大
学

農
業
工
学
科
教
授
)
、
ヘ
ロ
ン
・
久
保
田

雅
子
さ
ん
(
パ
ツ
フ
ォ
取
締
役
文
化
事

業
室
長
)
、
津
田
芳
徳
氏
(
農
業
経
営
士
)

東
日
出
男
氏
(
フ
ジ
取
締
役
)
藤
井
可

郭
氏
(
香
川
県
寒
川
町
情
報
課
長
)
、
池

本
洋
司
氏

(
N
T
T
四
国
総
支
社
I
N

S
推
進
部
情
報
シ
ス
テ
ム
部
担
当
部
長
)

の
六
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
活
発
に
討
議

し
ま
し
た
。

「
地
域
の
活
性
化
と
は
、
地
域
に
あ

る
資
源
を
い
か
に
有
効
に
使
う
か
と
い

う
こ
と
L

(

佐
藤
氏
)
、
「
グ
リ
ー
ン
ト

ピ
ア
推
進
の
た
め
に
は
、
青
年
層
の
活

躍
が
必
要
」
(
東
氏
)
、
「
地
域
が
一
体

化
す
る
た
め
に
は
、
婦
人
の
話
し
合
え

る
場
所
を
」
(
へ
ロ
ン
さ
ん
)
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
専
門
の
立
場
か
ら
有
意
義
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
村
C
A
T
V
(
有
線
テ
レ

ビ
)
を
実
施
し
て
い
る
寒
川
町
の
藤
井

氏
か
ら
は
、
加
入
者
利
用
料
金
、
C
A
T

V
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
が
具
体
的
に
話
さ

れ
て
、
参
加
者
も
熱
心
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
「
グ
リ
ー
ン
ト
ピ

ア
を
推
進
す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
を
ど

う
す
る
か
し
、
「
通
話
料
金
が
高
け
れ
ば
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
も
活
用
で
き
な
い
。

生
活
に
あ
ま
り
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
」
な
ど
会
場
か
ら
活

発
に
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

会
場
の
全
体
意
見
と
し
て
は
、
「
都

会
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
も

い
け
な
い
。
地
域
の
実
情
に
あ
う
よ
う

加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月

に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
事
業
開

始
に
向
け
て
準
備
を
整
え
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
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一一年2 6 平日一昭

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

大
洲
市
で
は
、
総
合
体
育
館
の
着
工
、
新
富
士
橋

の
完
成
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
約
四

十
年
ぶ
り
の
藤
樹
ま
つ
り
復
活
な
ど
話
題
の
多
い
一

年
で
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
、

て
み
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
は
ど
ん
な

大
洲
市
の
出
来
事
を
振
り
返
っ

成人式企 1月15日

....4月24日、全長273メ トjレ、幅員12メートjレ
新富士橋が完成

主蓑t童書道大講撃事結緯

:襲

緩

察

.....梅川農道完成
(全長980メトjレ、幅員 4メトjレ)

..... 8月3目、 4日川まつり花火大会

月 7 月 6 月 5月 ヰ 月 3 月 2月 月

3 2 1 1918 10 2 1 22 5 1 12 9 24 12 10 1 6 5 1 15 4 18 15 11 6 
日日 日 日日 日 日日 日日日 日日 日日日日 日 日日 日日 日日日日

~ JlIしミ家愛媛 郷台郷ウ回 6 平 会肱大ウ 式ウ新
大新愛賞矢観光

会 大 3 宇消防出<]] 
第4 春賀

草ヒ b人t愛躍県知l 新存。玄まか 5苗 土風 土 飼 、 月 野
jl l Si幸州S主章司

主司京尤 洲富野
1市コli1日i4f定月列

北河つだ八季夏二た イ美ヒ 5 賞い 1 定 運 域j開荒 開い
観光訪い 職励激者

ワ土 道玄さ 大回 ント が式

I虫 :干大iりたへE-流し ) 

号に、 7 例動
イ オ喬議lヱ〉三室三、』 く

ゆ ・ 書

運の選正E 建月市公 園き ン i亘~~ら
ミ ) 言メ市Z義念三ミ、め 健康市iJ'I'1貫ネル 歩こ受寒オ寸く1 :i事差 金き刀

) J大Z23Z、 /学一、、 動響影 設省 1日0議会園フ。 手き 20~、 誕り議百ま ユ式

促進 周年 9 1 旦聞 会大 生初員周年 っ
ノヱう〉ヨミ、』 挙 lめヱ〉コミ、

講白ffi
l ニ σ)~~、 i 、め選挙 り T ;:，;;: 
よ 子第ル 1為言己月 イ云

版J三全L三4 記ィ，~全~、 千1 

ィ第 マ i式亘

るづ 2 開 言主主念:20 
隊出 進推 2 。フ メZ会E〉Z、

江 豪く 0 き 系会念 式日
開展 25 ソ

Fコ 雨り 2 典 ) 発 始旦 大 1 ン
回

- 4 -



広報おおず 昭和63年 1月1日

企グリ ントピア・シンポジウム
農山村の近代化情報化を目指して

‘
昭
和
田
年
秋
に
完
成
す
る
予
定
の

大
洲
市
総
合
体
育
館

企ウ飼い 6/1~9/20 
4

司
市
民
運
動
会
叩
月
叩
日

市
民
約
五
千
人
が
参
加

企 7月18日

12 月 11 月 10 月 9 月 8 
10 4 17 14 10 3 1 31 31 30 13 10 5 24 18 14 4 3 25 20 4 
日日 日 日 日 日日 日日日日日 日 日日 日 日 日 日 臼 日

回 12大 同合大ムグど商も
市臨時藤防害長愛櫨県枕 可]~行神 回 9 大を敬区第祭二 い事想業 肱(川

、月 孝市訓文1 洲市 リ 工み 樹 民 1生奈 、定月市洲訪老大会 16 市
戸¥ も JI! 日t原南可玄 ま1定

i悼HIJ3 説{餅走A育Z E I ン1 まコ まじ

ま 運 7 大川 i 聞の回 1た流つ

19 f市列 議つス 動fヱ〉ミ、日洲 10例市 老 日
2R3肖7 同同ZEL T 3 

10 きイヒ主或 り
日育 ト りつ 会りポ期 )ても生 月人 月開進推グ 火花
) 議dヱ会ス、 研5ブ永Lコ

ヒ0 ・り (記!市( 体田
3 言メヱ主会ス主、 ク i互 操 中旬 始 リ)

ア藤(害L 念ツ長J;Z合"、fイ卯" 験高 日ラ 田 法 原~、

第さ
シ+封 1 式の 学校 ~ブ 市 大 霊平

) 協議会 ント! 会大
ン ま 30 典 集議 土也 第大 長

jE34f室t7 7 i 2 工 ポつ日 ぃ区修 2 会
歯者岸告記 手宇斤口 車会窓 アピ?。 式ジり)同 優勝 京品 。

5 ウな 3 土也 原頁 構

- 5一



ハ
J

いじ川実洲市一一の財政事情一町一よし

おおず広報

昭和62年度上半期

昭和63年 1月1日

昭和62年 4月1日~昭和62年 9月30日

大洲市財政状況の公表等に関する条例第2条、お

よび地方公営企業法第40条の2の規定により昭和62

年度上半期の財政状況を公表します。

市長

宣秋

大評判

近田
一般会計予算執行状況)

予算額 101億 934万円
執行額 34億1，976万円

3億3，997万円

1億6，148万円

21意4，052万円

11:意3，902万円

41意8，740万円

l億7，350万円

7億百，129万円

3億4，162万円

10億7，818万円

H意5，420万円

」三竺と-E

EZF 
函里司一一一
一下司
9 日恒星F

亙コ1;ji;:;;;叩

歳出歳入

可三
予算額 101億 934万円
執行額 451:意1，452万円

41意 854万円

1億2，377万円

H意3，476万円

6，443万円

21)章1，615万円

8，742万円

5億2，446万円

5億2，446万円

14万円

458万円

91意
li意

12億1，155万円

31意5，886万円

11億7，720万円

2，010万円

301意20億:101章(%は執行客員の割合)1C河童201.意301)意

市税と市民負担の状況

市民 税 固定資産税 たばこ消費税 電気税 その他 A、

工頁 口

強A 壁多 時i

-軽自動車税

目 -特別土地保有税
計

-木材引取税

金 額 6億4，482万円 5i意8，273万円 8，292万円 6，737万円 4，304万円 14億2，088万円

1人当たり 16，173円 14，616円 2，080円 1，690円 1，079円 35，638円

1世帯当たり 50，423円 45，569円 6，485円 5，268円 3，365円 111，110円

構 成 比 45.4% 41.0% 5.8% 4.8% 3.0% 100% 

- 6 -



広 報おおず 昭和田年1月1日

(公債費の状涜)
区分 借入先 件数 現 在品 l世帯当たり 1人当たり

大蔵省 139 60億7，666万F475，184円 152，412円

般 郵政省 42 20億2，260万円 158，164円 50，730円

dz=〉z、 その他 54 22億3，981万円 175，150円 56，178円
計

小計 235 103i意3，907万円 808，498円 259，320円

特 大蔵省 9 11:意9，623万円 15，345円 4，922円
別

郵政省 30 5億1，477万円 40，254円 12，911円
ZZL ミ

小計 39 7iJ意1，100万円 55，599円 17，833円

1口〉、 計 274 110億5，007万円 864，097円 277，153円

※長期債のみ、 時借入金はなし。

(市有財産の状況)
手重 汚リ 面積等 金 室長

*二 土也 521 ，322m' 19億 7，598万円

はJ キ本 2，801，349ば 820万円

田 畑 99.836m' 124万円

幸住干重土也 12 ，113m' 447万円

建 物 167，990ロf 98億 2，913万円

立 木 57，419立f 3億 6，970万円

財政調整基金 9{意9，800万円

大洲市国民健康保険財政調整基金 7，126万円

土地開発基金 2億 1，240万円

その他特定目的基金 3，332万円

出 資 金 5，643万円

言十 13億 7，141万円

特別会計の

状 況

予算現額

収 入済額

支出済額

差 ヲl

簡 易水道

4知
7，702万円

1，871万円

2，709万円

iごb 838万円ノ

国民健康保険

塾
24億4，632万円

7{意、4，133万円

引き、7，136万円

ム H意3，003万円

農業集落排水事業

馬込
1億2，233万円

1，048万円

1，945万円

iご〉 897万fL_j

(一般会計性質別予算執行状況)

その他 1億1，378万円 3.3%

(事業会計の状況)

与?とご 総収益 総費用 当期純利益

工業用水道 376万円 135万円 241万円

オt i萱 l億6，864万円 l億2，191万円 4，673万円

国民宿舎 5，019万円 4，914万円 105万円 l

病 F完 7{;意9，213万円 6億3，699万円 l億5，5旧円|

老人保健
住宅新築資金
等貸付事業

連構¥
1億 8，125万円

1，642万円

6，303万円

ム 4，661万円ノ

20億4，876万円

7億5，589万円

8億2，370万円

ム 6，781万円

土地取得造成 11 交通傷害保障

441万円

179万円

0 

179万円

十 7

ゆ
J

784万円

769万円

713万円

56万円

国保診療所

同
3，502万円

993万円

1，168万円
と込 175万円J

と 畜 場

餌
34万円

1万円

4万円

iミ 3万円



おおず

資
産
税
額
の
課
税
証
明
書
(
課
税
さ
れ
h

て
い
な
い
人
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
)
叩

入

所

の

決

定

柿

面
接
を
し
て
、
実
態
調
査
の
う
え
決

'v
天
災
に
よ
っ
て
住
居
が
な
く
な
る
な
定
し
ま
す
。
入
所
決
定
通
知
書
は
、
一
二

ど

の

場

合

月

中

に

各

家

庭

へ

送

り

ま

す

。

申

し

込

み

方

法

保

育

料

入
所
申
請
書
に
次
の
よ
う
な
書
類
を
国
の
定
め
る
徴
収
基
準
額
に
基
づ
い

添
え
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
入
所
て
定
め
ま
す
。
各
家
庭
の
課
税
状
況
や

申
請
書
は
、
各
保
育
所
、
福
祉
事
務
所
児
童
の
年
齢
に
応
じ
て
保
育
料
は
違
つ

に

あ

り

ま

す

)

て

き

ま

す

。

V
給
与
所
得
者
は
、
昭
和
六
十
二
年
分
そ
の
他

源
泉
徴
収
票
(
世
帯
全
員
)
※
両
親
が
共
に
家
庭
外
労
働
で
、
ほ
か

V
パ
i
ト
、
内
職
な
ど
を
し
て
い
る
人
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
午

は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書
後
五
時
半
ま
で
保
育
し
ま
す
。

V
農
業
、
自
営
業
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
農
※
証
明
書
の
用
紙
は
、
各
保
育
所
、
福

業
従
事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
書
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

V
疾
病
や
負
傷
の
場
合
は
、
診
断
書
詳
し
く
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
へ

大

昭

和

六

十

二

年

一

月

二

日

以

降

に

大

宮

@
2
1
1
1
内
線
2
7
1

洲

市

へ

転

入

し

た

人

は

、

昭

和

六

十

二

保

育

所

名

電

話

番

号

年
度
市
区
町
村
民
税
額
(
所
得
割
と
均
大
洲
保
育
所
宮
⑫
2
9
1
9

等
割
と
の
区
別
が
つ
く
も
の
)
と
固
定
喜
多
保
育
所
宮
⑫
2
7
4
9

い

切

菅

田

保

育

所

宮

⑫

5
1
6
3

M

新

谷

保

育

所

宮

⑫

0
6
0
0

ど

柳

沢

保

育

所

宮

⑫

5
7
2
0

れ

粟

津

保

育

所

告

白

)
0
2
2
0

一

間

三

善

保

育

所

宮

⑫

0
1
6
2

僻

南

久

米

保

育

所

宮

⑫

3
7
5
4

叶

上

須

戒

保

育

所

宮

⑮

1
1
2
8

L

大

成

保

育

所

宮

⑫

0
7
0
6

川

肱

南

保

育

所

宮

@
3
1
0
4

ぱ

肱

北

保

育

所

宮

⑫

3
1
8
8

ん

い

徳

森

保

育

所

宮

⑫

4
0
2
0

一
元
大
洲
乳
児
保
育
所
宮
⑪
)
4
4
1
8

企

五

郎

保

育

園

宮

⑫

4
4
7
8

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

広報

一
月
五
日
1

一
月
二
十
五
日

昭
和
六
十
三
年
度
の
保
育
所
入
所
申

し
込
み
を
、
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
し

ま
す
。

受
付
期
間

一
月
五
臼

1
一
月
二
十
五

日各
保
育
所
ま
た
は
大
洲
市

福
祉
事
務
所

保
育
所
入
所
の
条
件

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
ま
た

は
同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な
い

場
合
で
す
。

V
昼
間
、
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
l
ト
、
内
職
、
農
業
、
自
営
業
な
ど
)

V
産
前
、
産
後
二
一
ヵ
月
以
内
で
あ
る
場

合V
疾
病
・
負
傷
ま
た
は
心
身
に
障
害
、
が

あ
る
場
合

V
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
場
合

受
付
場
所

昭和63年1月1日

償
却
資
産
の
申
告
は
一
月
二
十
日
ま
で
に

償
却
資
産
と
は

土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産

の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
構
築
物
、

機
械
、
装
置
、
船
舶
、
車
両
、
工
具
、

備
ロ
聞
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
産
で
、

そ
の
減
価
償
却
額
(
費
)
が
法
人
税
法

ま
た
は
所
得
税
法
の
所
得
計
算
上
、
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
て
い

e

る
も
の
で
す
。

幼
稚
園
児
の
募
集

昭
和
六
十
三
年
度
の
幼
稚
園
児
を
次

の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

入
国
資
格

①
市
内
に
居
住
す
る
者

②
一
満
五
歳
児
(
昭
和
五
十
七
年
四
月
二

日
i
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
児
童
)
、
た
だ
し
、
久
米
・
平

野
幼
稚
園
は
二
年
保
育
の
た
め
、
満
四

歳
児
(
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日

1
昭

和
五
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
児
童
)
も
定
員
の
範
囲
内
で
入
園
で

き
ま
す
。

申
告
す
る
必
要
の
な
い
も
の

O
耐
用
年
数
が
一
年
未
満
の
も
の

O
取
得
価
額
が
十
万
円
未
満
の
も
の

(
少
額
多
量
資
産
は
除
く
)

O
鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

O
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

償
却
資
産
申
告
書

対
象
と
な
る
資
産
を
昭
和
六
十
三
年

一
月
一
日
現
在
所
有
さ
れ
て
い
る
個
人

ま
た
は
法
人
は
、
申
告
書
を
市
税
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
一
月
二
十
日

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
5

8 

入
国
手
続
き
入
国
願
書
を
一
月
二
十

日
か
ら
三
十
日
ま
で
に
各
幼
稚
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
入
園
願
書
の
用

紙
は
、
一
月
十
六
日
か
ら
各
幼
稚
園
で

お
渡
し
し
ま
す
)

詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
へ

V
大
洲
幼
稚
園
(
定
員
百
二
十
人
)

宮
⑪
3
5
6
5

V
喜
多
幼
稚
園
(
定
員
百
六
十
人
)

宮

(
ω
2
2
6
6

V
久
米
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮
⑫
2
7
9
6

V
平
野
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮
⑫
2
8
8
9



昭和63年1月1日おおず広報

「
文
化
財
防
火

一
月
二
十
六
日
は
、

デ

l
し
で
す
。

こ
れ
は
、
奈
良
の
法
隆
寺
金
堂
が
昭

和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
に
焼
け
た

大洲バイパス測量・調査のお知らせ

(建設省・大洲市)

昭和62年11月から、建設省てもは一般国道56号大

洲バイパスの測量、設計に着手しました。

該当する区聞は、大洲市市木から東大洲にかか

る約 1.5kmで、す o (下図参照)

測量などについて の お 問 い 合 わ せ は 下 記 へ お 願

いします。

惨建設 省大洲士事事務所調査二課

砂大洲市建設部特定事業対策室

ft0893⑫ 5185 

ft0893⑫2111 

/シf 一一ヘー¥ご¥

( { 冨士山 i ¥ 

測量 J設計区間

三塁L山iノ /

f壬I

た
め
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
定
め
ら
れ
ま

し
た
。大

洲
市
内
に
は
、
大
洲
域
の
高
欄
櫓
、

南
隅
櫓
の
建
造
物
を
は
じ
め
絵
画
な
ど

の
文
化
財
も
た
く
さ
ん
現
存
し
て
い
ま

す。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
は
、
焼
失

し
て
し
ま
え
ば
二
度
と
元
に
復
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
文
化
財
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な

も
の
で
あ
り
、
後
世
に
伝
え
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

都谷川

V
文
化
財
や
そ
の
付
近
で
火
災
を
発
見

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
1
1
9
番
へ
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

V
文
化
財
の
建
造
物
付
近
で
の
た
き
火

や
喫
煙
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
大
洲
市
内
の
文
化
建
造
物
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

国
指
定
大
洲
城
高
欄
櫓

大
洲
城
台
所
櫓

大
洲
城
苧
綿
櫓

大
洲
域
三
の
丸
南
隅
櫓

県

指

定

麟

鳳

閣

如
法
寺
禅
堂

大
洲
城
下
台
所

臥
龍
山
荘

新
谷
藩
金
蔵

市

指

定

如

法

寺

No.ll0 

憲
法
と
人
権

憲
法
は
、
国
の
法
律
の
基
本
と
な
る

こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国

に
は
た
く
さ
ん
の
法
律
が
あ
り
、
地
方

公
共
団
体
に
も
、
無
数
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
の
条
例
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て

の
法
律
・
条
例
は
、
憲
法
に
違
反
し
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。

一
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す

一
か
ら
、
憲
法
を
改
正
す
る
に
は
、
国
会

一
議
員
の
三
分
の
二
以
上
が
賛
成
し
、
国

一
民
投
票
に
よ
っ
て
、
過
半
数
が
賛
成
し

一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
厳
し
い

、
制
約
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

電
そ
の
憲
法
は
、
前
文
で
主
権
在
民
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

日
本
国
は
日
本
国
民
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
る
の
で
す
。

憲
法
で
は
、
国
民
の
権
利
|
人
権

に
つ
い
て
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

第
一
四
条

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等

で
あ
っ
て
、
人
権
、
性
別
、
社
会
的

身
分
又
は
門
地
に
よ
り
政
治
的
、
経

済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
差

別
さ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
四

O
年
八
月
、
時

の
内
閣
総
理
大
臣
佐
藤
栄
作
に
出
さ
れ

た
同
和
対
策
審
議
会
答
申
は
、
日
本
に

人
権
と
同
和
教
育

同
和
問
題
と
い
う
差
別
が
あ
る
と
書
い

て
い
ま
す
。

憲
法
で
は
「
国
民
は
差
別
さ
れ
な
い
し

と
書
い
て
い
る
の
に
、
同
対
審
は
「
日

本
に
差
別
が
あ
る
し
と
書
い
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
こ
と
に
重
大
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の
憲
法
は
空
文

と
な
り
、
「
日
本
に
は
民
主
主
義
が
な

い
し
と
い
わ
れ
で
も
し
か
た
が
あ
り
ま

せ
ん
。私

た
ち
は
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
で
の
黒

人
差
別
や
、
イ
ン
ド
で
の
身
分
差
別
の

状
況
を
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
見
ま
す
と
、

眉
を
ひ
そ
め
て
差
別
す
る
人
を
軽
蔑
し

ま
す
が
、
そ
れ
と
性
質
を
同
じ
く
す
る

差
別
が
日
本
に
み
る
こ
と
に
鈍
感
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
た
と
え
経

済
大
国
と
い
わ
れ
で
も
、
政
治
的
、
文

化
的
に
は
劣
等
国
で
あ
る
と
い
わ
れ
で

も
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
は
ず
か
し
い
差
別
を
、
一
日
も

早
く
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
国
も
地
方
公
共
団
体
も

行
政
も
教
育
も
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
す
。

日
本
に
は
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い

憲
法
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
憲

法
を
誇
り
と
し
、
守
っ
て
い
ま
す
ー

と
、
胸
を
張
っ
て
い
え
る
社
会
を
実
現

し
た
い
も
の
で
す
。

9 
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成人の日

(1月15日)

奥

さ

ん

訪

No.79 

問

V
大
阪
府
東
大
阪
市
?
生
ま
れ
ま
し

た
。
生
駒
山
が
近
く
に
あ
っ
て
、
奈

良
が
近
い
所
で
す
o

v
昭
和
五
十
九
年
に
初
め
て
大
洲
の

昭和63年 1月1日

シ
l
ボ
ル
ト
と
三
瀬
諸
測
展
開
催

1
2
月
お
日

大
洲
出
身
の
洋
学
者
、
三
瀬
諸
淵
と

そ
の
師
、
ン
l
ボ
ル
ト
の
展
示
会
が
、
昭

和
六
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
大
洲
市

立
博
物
館
で
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

三
瀬
諸
淵
は
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)

に
伊
予
国
大
洲
中
町
に
生
ま
れ
、
長
崎

に
遊
学
し
て
蘭
医
シ

i
ボ
ル
ト
に
師
事

し
ま
し
た
。

諸
淵
は
、
慶
応
二
年
ご
八
六
六
)

シ
i
ボ
ル
ト
の
孫
娘
高
子
と
結
婚
、
宇

和
島
藩
の
通
訳
と
し
て
英
国
公
使
パ
ー

ク
ス
の
応
接
な
ど
に
活
躍
し
ま
し
た
。

明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
、
政
府
の
命

に
よ
り
大
阪
に
出
向
、
大
阪
医
学
校
の

教
授
と
な
り
、
明
治
四
年
(
一
八
七
こ

に
は
東
京
医
学
校
に
招
か
れ
、
教
育
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
諸
淵
は
東
京
に
大
病
院
を
設

け
て
医
学
の
進
歩
を
図
ろ
う
と
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
十
年
(
一
八
七

七
)
、
三
十
九
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。展

示
会
に
は
、
諸
測
や
シ

i
ボ
ル
ト

の
ほ
か
に
わ
じ
の
二
宮
敬
作
、
妻
一
晶
子

の
愛
蔵
品
、
手
紙
、
写
真
な
ど
約
百
点

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
の
生
ん
だ
偉
人
の
足
跡
を
ぜ
ひ

一
度
ご
ら
ん
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

会
期
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
一
日
か

ら
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
五
日
(
月

曜
日
、
祭
日
は
休
館
し
ま
す
)

大
洲
市
立
博
物
館

雪
が
よ
く
積
も
り
ま
す
ね

稲
搭
一
マ
チ
子
さ
ん
(
平
野
・
担
一
戚
)

平
野
へ
来
ま
し
た
が
、
薬
局
も
理
髪
屈

も
近
く
に
見
当
た
ら
ず
、
寂
し
い
感
じ

が
し
ま
し
た
。

V
大
阪
で
は
、
あ
ま
り
雪
の
積
も
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
、
こ
ち
ら
で
は

よ
く
積
も
る
の
で
驚
き
ま
し
た
。
霧
の

こ
と
も
全
然
聞
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

と
ま
ど
い
ま
し
た
。

V
大
洲
の
言
葉
は
、
分
か
り
に
く
か
っ

た
で
す
。
「
が
い
な
」
と
か
「
お
お
ご

と
」
と
か
大
洲
の
人
同
土
が
話
し
て
い

る
と
ま
る
っ
き
り
意
味
が
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
o

v
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
牛
を
大
洲

で
初
め
で
見
て
、
子
供
(
匡
彦
く
ん
、

四
歳
)
は
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
o

v
最
近
、
車
の
免
許
を
取
っ
た
の
で

す
が
、
大
阪
に
比
べ
る
と
運
転
し
や

す
い
な
と
思
い
ま
す
。

V
ウ
飼
い
は
、
ま
だ
テ
レ
ビ
で
し
か

見
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
ぜ
ひ

一
度
乗
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
o

v
主
人
(
義
文
さ
ん
)
と
は
、
大
阪

で
幼
な
じ
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、
学

生
の
と
き
は
あ
ま
り
話
し
た
ご
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
の
七
月

に
子
供
が
生
ま
れ
る
予
定
で
す
が
、

今
度
は
女
の
子
が
欲
し
い
で
す
。

新
刊
図
書
案
内

大
洲
藩
領
史
料
要
録
・
大
洲
藩
庄
屋

由

来

記

伊

予

史

談

会

編

四

国

遍

路

の

旅

西

村

望

著

朝
日
新
聞
縮
刷
版
昭
和
幻

-m年

一
票
の
価
値
越
山
康
・
他
著

個

人

年

金

の

時

代

黒

崎

誠

著

家

族

崩

壊

神

崎

恭

郎

著

転
換
期
の
日
ソ
関
係
高
山
智
著

交
通
事
故
の
法
律
知
識
大
嶋
芳
樹
著

円
高
・
ド
ル
安
の
経
済
学

江
村
江
太
郎
著

部
落
問
題
を
め
ぐ
る
意
識
の
実
態

杉
之
原
寿
一
著

人
は
な
ぜ
気
が
狂
う
の
か
小
田
晋
著

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
A
イ
レ
y
シ
ユ
著

リ
ュ
ッ
ク
と
パ

y
グ

雄

鶏

社

食
べ
る
健
康
大
事
典
学
習
研
究
社

原
色
果
樹
病
害
虫
百
科
農
文
協

国
宝
へ
の
旅
9

N

H

K
取
材
班
編

カ
ラ
ヤ
ン

R
・
ヴ
ォ

l
ン
著

字

統

白

川

静

編

字

訓
英

会

話

再

入

門

水

野

潤

一

著

高

橋

新

土

口

論

鵜

崎

博

著

懐
か
し
い
年
へ
の
子
紙大

江
健
三
郎
著

連
城
三
紀
彦
著

佐
藤
愛
子
著

小
松
左
京
著

千
葉
敦
子
著

恋
愛
小
説
館

今
ど
き
の
娘
ど
も

ボ
ル
ガ
大
紀
行

死
へ
の
準
備
日
記

ド
ラ
ゴ
ン
の
棲
む
川

D
-
R
・
ウ
ォ
レ
ス
著

図

書

館

- 10 



昭和63年 1月1日

V 市民会館で木のシンポ
愛媛の木の文化を考えるシンポジウム(愛

媛県・大洲市・愛媛の森林基金主催)が11月

30日、市民会館で開催されました。

大洲市からは酒井千春助役がパネリストと

して参加、森林組合や行政関係者約300人が見

守る中、パネル討議を行いました。

おおず広報

企社会福祉に役立てて・・・・・肱南青年団が寄付

「社会福祉のために役立てでくださしミ」と肱南青年

団( 団 員30人、菊池章団長)が11月28日、近田市長に

寄付金を手渡しました。この寄付金は、 11月 3日のわ

まつり村チャリティ ゲームの収益金です。

また、大洲喜多左官組合青年部(城戸登代表) も お ま

つり 村 で 展 示 し ていたテープルセットなど八基を寄付、

緑地公園で活用されでいます。

....24校が熱唱、熱演

小・中学校音楽発表会
第四国八幡浜管内音楽発表会が11月26日、

市 民 会 館 で 聞 か れ ま し た 。 発 表 会 に は 、 大 洲

市、喜多郡などから 24の小中学校が参加し、

器楽合奏、合唱、アンサンプル・吹奏楽の三

部構成でクラシックからポピュラーまでさま

ざまな曲が披露されました。

利メ=を
ズ町、rr

:聾3警護義金三
戸 A4・w⑦iJ 

砂
し
め
や
か
に
追
悼
式

十
一
月
十
七
日
、
大
洲
市
民
会
館

で
大
洲
市
戦
没
者
・
消
防
及
び
公
務

殉
職
者
合
同
追
悼
式
が
開
か
れ
、
約

七
百
人
の
参
加
者
は
、
戦
没
者
な
ど

千
二
百
五
人
の
め
い
福
を
深
く
祈
っ

て
い
ま
し
た
。

水
道
諜
か
ら
お
知
ら
せ

寒
く
な
る
と
水
道
の
蛇
口
や
給
水

管
な
ど
が
凍
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
い
き
な
り
熱

湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
タ
オ
ル
な
ど
で
蛇
口

を
覆
い
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
ゆ
っ

く
り
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
水
道
管
に
も

布
な
ど
を
巻
い
て
お
く
と
凍
り
に
く

く
な
り
ま
す
。ハマ

U

G
(
 

ヤ

11月末までの

大洲市内の交通事故

- 11 

11月末現在 昨年同期

件数 220 232 

負傷者 2 7 9 309 

死者 4 5 
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一
様
緯
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だ
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り
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健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

1
月
5
日
(
火
)
昭
和
白
年
8
月
生
※

1
月
ロ
日
(
火
)
昭
和
白
年
5
月
生

1
月
H
日
(
木
)
昭
和
臼
年
6
月
生
※

1
月
四
日
(
火
)
昭
和
白
年
2
月
生
※

1
月
初
日
(
火
)
昭
和
田
年
ロ
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
l
n
時
部
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

しミしミ
。ま宇万
すめ
。て

お妊
気 娠
軽し ~ 
にた 諸問時人
参入戸3よU
加をl.l_ J長Y
し女主'ì~叫'a..占\
て象 'l:i:;JP戸‘L
くに庄、近、よi
だし ¥正>"----J

さて

母

親

品拍

手ー

級

昭和63年 1月1日

相談こと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用くだ、さしミ O

砂交通事故相談

と き 1月 8日 10日寺~15a寺

1月20日ク

ところ 市役所別館 3階会議室

砂人権相談

とき 1 月 20 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 1月 5日 13 f!寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 1月 5日、 11日、 25日

13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

砂行政相談

と き 1月21日 9 時~12日寺

とごろ 市役所 1階会議室

急べ守日寺はE⑪ 3794 (玉木) まで

砂社会保険相談

とき 1 月 20 日 10時~16時

ところ 大 洲 商 工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 1月28日 13時~15日寺

とごろ 大洲市保健センター

対象 40歳以上 の 人

砂何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館宮@6100

大洲福祉会館E⑫ 0947

砂不動産無料相談

と き 1月15日 9 a寺~16日寺

とごろ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエダ花庖 2階 、常 盤町 4
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